
露出吹付けアスベスト等は、原則として除去する必要がある。 

① 吹付けアスベスト等とは吹付けアスベスト、アスベストを含有した（0.１％以上）吹付けロック

ウール、湿式吹付けロックウールをいう。 

② 囲い込みや封じ込めは、次の課題があることから、露出吹付けアスベスト等は原則として除去す

る必要がある。 

ア 囲い込みは、吹付けアスベスト等が劣化すると、囲い込み内部に脱落し、点検口等から飛散する

可能性がある。 

イ 封じ込めは、劣化により脱落の可能性があることや損傷を受ける可能性のある箇所には適さない。 

ウ 吹付けアスベスト等が残存するため、改修工事等により露出する可能性がある。 

 

※除去が困難な場合は、囲い込み又は封じ込めを行う必要がある。 

① 露出吹付けアスベスト等は、可能な限り除去すべきであるが、施工場所、使用状況等により除去

が困難な場合には、囲い込みや封じ込めの対策を行うこと。 

② 対策後は、飛散がないよう維持管理すること。 

③ 設備の移設等により密封していたアスベストが露出してしまうことのないよう､使用箇所にアス

ベスト使用を明示するとともに、対策履歴を記録し、確実に継承すること。 

 

除去等の対策〔（１）（２）〕が直ちに行えず、暫定的な対策を行った場合には、

室内の空気環境濃度を定期的に測定し、１本／L を超えた場合は、除去等の対策を

行うこと。 

 

 
 
 



 
 既存建屋の石綿含有吹付材の処理工法比較 

 
工法 コスト 付随処理等 施工後の処置等 
除去 高い 代替工事が必要の場合がある 石綿が無い為、処置なし 

封じ

込め 

除去の 
70～80％ 
解体時に

除去費用 

劣化が進んでいると施工できない 
損傷を受ける可能性がある場合適さない 

年１度ほどの環境測定・目視による状況検査 
解体時の除去工事 
破損箇所が有る場合速やかに補修する。 

囲い

込み 

使用部材 
による 
解体時に

除去費用 

室内が狭くなる 
貫通する周辺処理（ダクト・配管等） 

年１度ほどの環境測定・目視による状況検査 
解体時の除去工事 

 
 
 

封じ込め・囲い込みを施工した場合の管理台帳（見本）↓３年間保存 

 
※ 環境測定は、所管の省庁により１～１０箇所位の測定を実施しなくてはならない。 
※ 管理台帳の提出を求める行政もある。 


